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皆
様
お
疲
れ
様
で
す
。 

本
日
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

「
会
長
か
ら
の
情
報
発
信
」
と
題
し

て
、
「
私
の
思
い
」
を
皆
様
に
発
信

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

情
報
発
信
の
資
料
は
今
月
五
月
六

日
～
十
日
ま
で
の
間
に
、
五
回
に
わ

た
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
各

地
区
家
族
会
会
長
の
方
々
に
配
信
し

て
い
る
通
り
で
す
。 

そ
こ
で
、
本
日
は
そ
の
中
の
抜
粋 

       あ
る
い
は
そ
の
中
で
一
部
発
信
し
て

い
な
い
内
容
に
つ
い
て
端
的
に
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
冒
頭
の
挨
拶
で
述
べ
ま
し 

た
通
り
、
世
界
は
洋
の
東
西
を
問
わ

ず
戦
争
・
紛
争
が
多
数
発
生
し
防
衛

環
境
は
増
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。 

ま
た
、
本
年
元
旦
に
発
生
し
ま
し

た
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
、
各
地

で
従
来
に
増
し
て
大
き
な
震
度
を
伴

う
震
災
が
発
生
し
、
東
南
海
大
地
震

の
蓋
然
性
は
益
々
拡
大
し
て
お
り
ま

す
。 こ

の
た
め
、
自
衛
隊
で
は
人
材
の

確
保
、
人
材
の
育
成
及
び
任
務
遂
行

に
邁
進
で
き
る
環
境
の
整
備
は
早
急

に
改
善
す
べ
き
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

私
達
、
自
衛
隊
家
族
会
は
こ
の
問

題
の
改
善
に
少
し
で
も
お
手
伝
い
す

る
た
め
に
、
人
材
募
集
の
支
援
、
部

隊
精
強
化
へ
の
関
わ
り
、
及
び
家
族

支
援
協
力
へ
の
参
加
等
、
従
来
以
上

に
真
剣
に
取
組
む
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

ゆ
え
に
、
こ
の
三
項
目
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
と
、 

一 

人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
各
地

区
家
族
会
の
最
大
の
支
援
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
地

区
家
族
会
の
近
傍
に
所
在
す
る
地

本
出
張
所
等
へ
の
積
極
的
な
支
援

及
び
各
地
区
の
特
性
に
合
っ
た
募

集
手
段
を
検
討
・
実
践
し
て
、
能

動
的
な
支
援
を
実
施
し
て
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

二 

部
隊
精
強
化
へ
の
関
わ
り
に
つ

い
て
は
、
部
隊
の
方
々
は
平
素
か

ら
厳
し
い
訓
練
を
行
い
、
そ
の
精

強
化
の
た
め
努
力
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
部
隊
長
等
の
方
々

か
ら
、
我
々
部
外
団
体
が
関
心
を

持
ち
部
隊
訓
練
を
視
察
・
研
修
す

る
こ
と
で
、
更
に
隊
員
の
方
々
の

士
気
も
向
上
し
訓
練
効
果
が
増
大

す
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
、
各
地
区
家
族
会
の
近
隣
の
部

隊
・
学
校
等
を
対
象
と
し
て
視

察
・
研
修
を
計
画
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

三 
家
族
支
援
協
力
へ
の
参
加
に
つ

い
て
は
、
昨
年
十
二
月
に
家
族
会

と
し
て
は
じ
め
て
実
動
訓
練
に
参

加
さ
れ
た
、
か
す
み
が
う
ら
市
家

族
会
を
始
め
協
力
を
申
出
ら
れ
る

会
員
（
家
族
会
）
が
増
え
て
参
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
隊

友
会
様
に
比
べ
低
迷
し
て
お
り
ま

す
。 一

方
、
本
年
度
は
、
い
よ
い
よ

航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
及
び
航
空

自
衛
隊
霞
ヶ
浦
分
屯
基
地
と
家
族

支
援
協
力
に
向
け
て
の
協
定
を
結

ぶ
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
を
実
行
動
に
つ
な
げ
る
に
は
皆

様
の
理
解
と
積
極
的
な
協
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
本
日
も
こ
の
あ

と
、
施
設
学
校
の
厚
生
課
長
に
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
す
の
で
多
く
の

方
の
ご
理
解
及
び
申
し
出
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
私
か
ら
の
情
報
発
信 

（
私
の
思
い
）
を
終
り
ま
す
。 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

茨
城
県
自
衛
隊
家
族
会 

総
会
は 

令
和
六
年
五
月
三
十
日
に
ホ
テ
ル
レ

イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
に
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

総
会
参
加
者
四
十
五
名
、
委
任
者

四
百
十
五
名
の
も
と
、
次
の
次
第
に

従
い
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

一 

開
式
の
辞 

二 

国
歌
斉
唱 

三 

会
長
挨
拶 

四 

来
賓
挨
拶
・
紹
介 

五 

表
彰
状
の
伝
達
・
授
与 

六 

祝
電
披
露 

七 

議
長
選
出 

八 

議
事 

九 

地
区
家
族
会
活
動
状
況
の
紹
介 

十 

県
会
長
か
ら
の
情
報
発
信 

十
一
講
話 

 
（
一
）
家
族
支
援
に
つ
い
て 

 
（
二
）
茨
城
県
家
族
会
防
衛
講
話 

十
二 

閉
会
の
辞 

以
降
、
順
に
説
明
し
ま
す
。 

一 

開
式
の
辞
は
篠
原
二
郎
様
に
実 

 

施
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

二 

国
歌
斉
唱
は 

前
奏
に
引
続
き 

参
加
者
全
員
で 

国
歌
を
斉
唱
致 

し
ま
し
た
。 

三 

会
長
挨
拶
の 

内
容
は
次
の 

通
り
で
す
。 

本
日
、
茨
城 

県
自
衛
隊
家
族
会 

会
員
は
も
と

よ
り
自
衛
隊
か
ら
、
霞
ヶ
浦
駐
屯

地
業
務
隊
長 

北
村
清
孝
様
、
勝

田
駐
屯
地
施
設
学
校
総
務
部
長 

村
田
美
佐
紀
様
、
土
浦
駐
屯
地
武

器
学
校
総
務
部
長 

小
山
哲
生

様
、
古
河
駐
屯
地
業
務
隊
厚
生
科

長 

木
村 

誠
様
、 

百
里
基
地

第
七
航
空
団
司
令
部
人
事
部
長 

濵
田
裕
司
様
、
茨
城
地
方
協
力
本

部
か
ら
本
部
長
栗
秋
健
士
様
ほ
か

募
集
課
長
・
各
所
長
等
の
方
々
の

ご
臨
席
の
も
と
茨
城
県
自
衛
隊
家

族
会
の
総
会
を
開
催
出
来
ま
す
こ

と
に
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

さ
て
、
防
衛
環
境
の
厳
し
さ
及

び
震
災
発
生
の
蓋
然
性
は
益
々
増

大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
衛
隊

で
は
人
材
の
確
保
、
人
材
の
育
成

及
び
任
務
遂
行
に
邁
進
で
き
る
環

境
の
整
備
は
早
急
に
改
善
す
べ
き
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問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
達
、
自
衛
隊
家
族
会
は
こ
の 

問
題
の
改
善
に
少
し
で
も
お
手
伝

い
す
る
た
め
に
、
人
材
募
集
の 

支
援
、
部
隊
精
強
化
へ
の
関
わ

り
、
及
び
家
族
支
援
協
力
へ
の 

参
加
等
、
従
来
以
上
に
真
剣
に 

取
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

こ
の
た
め
に
は
、
先
ず
は 

 

私
達
の
自
衛
隊
家
族
会
が
健
全
性 

を
保
持
し
、
目
標
を
共
有
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
確
認

す
る
意
味
か
ら
本
日
の
総
会
は 

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 
 

ど
う
か
、
本
日
の
総
会
が
会
員 

の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
円
滑 

か
つ
盛
会
に
実
施
で
き
ま
す
こ
と 

を
要
望
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
ご 

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

四 

来
賓
挨
拶
・
紹
介 

         
 

ご
挨
拶
さ
れ
た
ご
来
賓
名
は 

 

前
述
の
会
長
挨
拶
に
あ
り
ま
す
の 

 

で
省
略
致
し
ま
す
。 

な
お
、
ご
紹
介
し
た
方
々
は 

左
記
の
と
お
り
で
す
。 

 
 

募
集
課
長 

海
老
原
圭
介
様
、 

 
 

日
立
出
張
所
長 

笠
井
義
隆

様
、
水
戸
募
集
案
内
所
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

鳩
貝
昇
様
、
土
浦
地
域
事
務
所

長 

長
谷
川
治
規
様
、
龍
ヶ
崎

地
域
事
務
所
長 

逆
井
清
人

様
、
筑
西
地
域
事
務
所
長 

市

毛
正
勝
様
、
百
里
分
駐
所
長 

古
家
浩
徳
様 

五 

表
彰
状
の
伝
達
・
授
与 

 
 

左
記
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

(
公
社)

自
衛
隊
家
族
会
長
表
彰 

 
 

か
す
み
が
う
ら
市
家
族
会 

木
間
塚 

仙
子
様 

      

 

県
自
衛
隊
家
族
会
長
表
彰 

筑
西
市
家
族
会 

大
足 

豊
様 

 

   
 

  

か
す
み
が
う
ら
市
家
族
会 

遠
藤 

善
守
様 

代
理
の
方
に
よ
る
授
受 

 
 
 

授
受
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

六 

祝
電
披
露 

 
 

左
記
の
三
名
の
方
か
ら
祝
電
を 

頂
き
ま
し
た
。 

 
 

衆
議
院
議
員 

額
賀
福
志
郎
様 

 
 
 
 

同 
 
 

国
光
あ
や
の
様 

 
 

東
部
方
面
総
監 

冨
樫
勇
一
様 

七 

議
長
選
出 

 
 

県
会
長
の
指
名
に
よ
り
行
方
市 

家
族
会
の
須
藤
賢
一
様
に
議
長 

を
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。 

八 

議
事 

 
 

議
事
の
項
目
は 

（
一
）
令
和
五
年
度
事
業
報
告 

（
二
）
令
和
五
年
度
収
支
決
算
報
告 

（
三
）
令
和
六
年
度
事
業
計
画
案 

（
四
）
令
和
六
年
度
予
算
案 

（
五
）
役
員
選
任
に
つ
い
て 

 
 

議
事
で
は
質
問
等
は
あ
り
ま
し 

 
 

た
が
全
項
目
と
も
が
異
議
な
し 

に
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

(

質
問
・
意
見
・
要
望
の
概
要) 

〇
令
和
六
年
度
の
予
算(

通
信
連 

 

絡
費)

は
会
員
数
の
増
加
に
反 

し
削
減
し
て
い
る
の
は
何
故
か
。 

 
〇
正
会
員
が
支
払
う
県
家
族
会
へ

の
年
会
費
五
百
円
が
負
担
で
あ

る
。 

 

〇
自
衛
官
の
定
年
延
長
及
び
処
遇

改
善
の
拡
大
を
自
衛
隊
家
族
会

と
し
て
陳
情
し
て
ほ
し
い
。 

 

〇
各
地
区
に
在
籍
す
る
会
員
全
員

に
県
家
族
会
の
年
会
費
納
入
を

強
制
で
き
な
い
の
か
。 

九 

地
区
家
族
会
の
活
動
状
況
紹
介 

（
一
）
か
す
み
が
う
ら
市
家
族
会
で

す
。
昨
年
（
令
和
五
年
八
月
二
十

九
日
）
に
、
木
間
塚
仙
子
会
長
以

下
十
一
名
の
方
が
宇
都
宮
駐
屯
地

を
視
察
研
修
さ
れ
ま
し
た
。 

 

東
部
方
面
特
科
連
隊
第
二
大
隊
や 

中
央
即
応
連
隊
を
訪
問
し
、
駐
屯 

地
説
明
、
資
料
館
の
歴
史
あ
る 

品
々
の
見
学
、
そ
の
後
の
外
の
展 

示
品
の
見
学
で
は
会
員
の
皆
さ
ん 

は
汗
を
か
き
な
が
も
車
両
や
ヘ
リ 

コ
プ
タ
ー
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い 

て
お
り
ま
し
た
。 

            

成
果
と
し
て
、
新
会
員
の
皆
様
に 

自
衛
隊
駐
屯
地
の
様
子
を
見
て
頂 

く
こ
と
、
ま
た
そ
こ
で
親
子
の
再 

会
が
あ
っ
た
時
は
、
私
共
も
思
わ 

ず
目
を
細
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
や
会
員 

の
皆
様
、
そ
し
て
家
族
会
担
当
者 

と
の
交
流
を
計
り
、
意
見
交
換
が 

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
二
）
常
陸
大
宮
市
家
族
会
で
す
。 

 
昨
年
（
令
和
五
年
十
二
月
七
日
） 

は
、
疋
田
勝
義
会
長
以
下
三
十
五 

名
の
方
が
入
間
基
地
を
視
察
研
修 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

目
的
は
防
衛
思
想
の
普
及
・
高
揚 

及
び
会
員
（
同
士
）
間
の
コ
ミ
ュ 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
る
こ 

と
で
す
。 

             

今
後
は
会
員
の
希
望
を
反
映
し
、 

茨
城
県
出
身
隊
員
と
の
会
食
・
懇 

談
・
記
念
品
贈
呈
、
宿
泊
先
で
の 

会
員
間
の
懇
親
会
を
含
め
た
遠
方 

へ
の
研
修
を
計
画
し
た
い
と
考
え 

て
い
ま
す
。 

（
三
）
阿
見
町
家
族
会
で
す
。 

 

本
年
（
令
和
六
年
一
月
十
七
日
） 

に
正
代
初
代
会
長
以
下
十
二
名
の 

方
が
霞
ヶ
浦
分
屯
基
地
を
視
察
研 

修
さ
れ
ま
し
た
。 

 

航
空
自
衛
隊
中
部
航
空
群
第
三
高 

射
隊
の
概
要
説
明
、
装
備
す
る
ペ 

ト
リ
オ
ッ
ト
の
発
射
準
備
の
た
め 

の
移
動
・
展
開
の
訓
練
の
様
子
及 

び
隊
長
以
下
隊
員
の
方
々
と
の
会 
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食
を
行
い
、
近
隣
で
あ
り
な
が
ら 

初
め
て
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

 

隊
長
様
か
ら
は
、「
定
期
的
に
家 

族
会
が
研
修
し
隊
員
を
鼓
舞
し
て 

頂
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま 

す
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま 

し
た
。 

               

(

四) 

筑
西
市
家
族
会
で
す
。 

 

本
年
（
令
和
六
年
二
月
十
四
日
） 

に
、
大
足
豊
会
長
以
下
二
十
三
名 

の
方
が
百
里
基
地
を
視
察
研
修
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
茨
城
地
本
筑
西
地
域
事 

務
所
及
び
筑
西
市
役
所
消
防
防
災 

課
の
支
援
の
も
と
行
わ
れ
ま
し 

た
。 

 

百
里
基
地
の
任
務
・
活
動
状
況
等 

の
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
民
間 

航
空
と
共
用
す
る
管
制
塔
やF2A 

戦
闘
機
等
の
見
学
及
び
体
験
喫
食 

な
ど
を 

行
い
、 

防
衛
関 

係
知
識 

の
向
上 

と
会
員 

間
の
親 

睦
を
図 

る
こ
と 

が
で
き 

ま
し
た
。 

  (

五) 
県
家
族
会
の
入
会
説
明
会
で 

す
。
令
和
六
年
三
月
二
日
に
水
戸 

市
「
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ 
 

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
一
部
の 

入
隊
・
入
校
激
励
会
に
引
き
続
き 

「
茨
城
県
自
衛
隊
家
族
会
に
よ
る 

入
会
案
内
説
明
会
」
を
実
施
し
ま 

し
た
。 

            

県
会
長
自
ら
大
ホ
ー
ル
演
壇
に 

 

お
い
て
、
約
十
分
間
の
説
明
を
実 

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
十
六
名 

の
方
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
。
こ
の
日
は
、
五
名
の
地
区
家

族
会
長 

等
に
応 

援
に
来 

て
い
た 

だ
き
ま 

し
た
。 

大
変
有 

難
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

な
お
、
今
後
他
の
地
区
家
族
会 

 

か
ら
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
す
活
動 

 

状
況
を
含
め
て
県
家
族
会
の
「
会 

報
」
に
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

十 

県
会
長
か
ら
の
情
報
発
信 

 

時
間
の
都
合
上
実
施
し
ま
せ
ん
で 

 

し
た
が
、
本
会
報
の
冒
頭
の
会
長 

挨
拶
が
そ
の
内
容
で
す
。 

十
一
講
話 

（
一
）
家
族
支
援
に
つ
い
て 

 
時
間
の
都
合
上
中
止
と
な
り
、
次 

 
の
機
会
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

（
二
）
茨
城
県
家
族
会
防
衛
講
話 

茨
城
地
方
協
力
本
部
長 

栗
秋
健 

 

士
様
に
「
航
空
自
衛
隊 

高
射
部 

隊
の
概
要
」
に
つ
い
て
講
話
を
頂 

き
ま
し
た
。 

十
二
閉
会
の
辞 

 

閉
会
の
辞
は
大
足
豊
様
に
実
施
し 

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

以
上
で
茨
城
県
自
衛
隊
家
族
会 

 

総
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま 

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

    

総
会
に
引
続
き
懇
親
会
を
実
施
し
、

会
員
及
び
ご
来
賓
を
含
め
三
十
四
名

の
方
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

                   

一 

会
長
挨
拶 

 

本
日
は
、
総
会
後
の
懇
親
会
に 

ご
出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

総
会
か
ら
引
続
き
ご
参
加
頂
い 

て
い
る
方
は
既
に
ご
承
知
の
通
り
、

総
会
は
、
無
事
、
盛
会
裏
に
終
了

致
し
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
ご
報 

告
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
日
の
懇
親
会
に
は
ご 

来
賓
と
し
て
第
一
師
団
長 

陸
将 

兒
玉
恭
幸
様
に
ご
臨
席
た
ま
わ
る

予
定
で
し
た
が
、
急
遽
ご
対
応
が

必
要
な
執
務
が
生
じ
た
た
め
ご
欠

席
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
今
日
の
こ
の
日
ま
で
ご
臨
席
を

ご
承
諾
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
に

対
し
、
心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

こ
れ
は
、
兒
玉
師
団
長
様
が
自

衛
隊
家
族
会
を
重
要
視
さ
れ
、
期

待
さ
れ
て
い
る
証
で
あ
る
と
重
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。 

茨
城
県
家
族
会
は
こ
の
期
待
に

応
え
る
た
め
、
自
衛
隊
と
の
親
密

な
関
係
を
維
持
し
つ
つ
県
下
の
会

員
の
総
力
を
あ
げ
て
自
衛
隊
の
人

材
の
確
保
、
人
材
育
成
及
び
任
務

に
邁
進
で
き
る
環
境
の
構
築
に
寄

与
す
べ
く
努
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
皆
様
、
本
日
は
、

ご
ゆ
っ
く
り
お
食
事
と
お
酒
を
楽

し
み
つ
つ
ご
歓
談
い
た
だ
け
れ
ば 

幸
せ
で
す
。 

二 

来
賓
挨
拶 

 
 

ご
来
賓
の
方
を
代
表
し
て
、
茨 

 

城
地
方
協
力
本
部
長 

栗
秋
健
士 

様 

及
び 

茨
城
県
隊
友
会
長 

長
島
修
照
様
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

   
総
会
後
の
懇
親
会 
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二 

は
じ
め
の
乾
杯 

 
 

木
間
塚
仙
子
様 

に
乾
杯
の
ご
発
声 

を
し
て
頂
き
ま
し 

た
。 

三 

ご
歓
談 

 
 

六
台
の
円
卓
に 

 

着
席
し
、
官
民
の 

 

ご
来
賓
・
会
員
が 

 

混
在
す
る
形
式
で
歓
談
し
て
頂
き 

ま
し
た
。
皆
様
、
和
や
か
の
中
に 

貴
重
な
情
報
・
意
見
交
換
を
行
っ 

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

                   四 

突
然
の
余
興 

 
 
 

地
方
協
力
本
部
長
に
は
、
三

味
線
を
手
に
突
然
入
場
さ
れ
、 

熟
練
し
た
バ
チ
さ
ば
き
に
て
懇

親
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し

た
。 

     

五 

参
加
者
紹
介 

 
 

参
加
さ
れ
た
全
員
の
方
々
に
司 

 

会
が
お
名
前
を
読
み
上
げ
自
己
紹 

介
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

六 
締
め
の
ご
挨
拶 

 
 

吉
井
清
勝
様
に
締
め
の
ご
挨
拶 

 

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

    

三
月
二
日
の
入
会
説
明
会
の
後
、 

四
月
一
日
付
で
左
記
十
六
名
の
方
が

入
会
さ
れ
ま
し
た
。 

高
萩
市 

齊
藤
潤
子
様 

常
陸
大
宮
市 

坂
内
千
鶴
様 

水
戸
市 

小
松
﨑
寿
子
様 

鈴
木
智
子
様 

関
義
之
様 

茅
根
健
嗣
様 

篠
原
昇
様 

柴
田
昌
子
様 

笠
間
市 

鎌
田
健
児
様 

土
浦
市 

菅
野
裕
美
様 

石
岡
市 

中
島
隼
人
様 

つ
く
ば
市 

渡
邉
庸
子
様 

住
田
光
江
様 

筑
西
市 

土
井
賢
一
様 

 

廣
瀬
徹
様 

田
邊
久
様 

 

ご
入
会
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

    

（
令
和
六
年
五
月
三
十
日
現
在
） 

会
長 

正
代
初
代 

副
会
長
兼
地
区
協
議
会
長 

 

県
北 

篠
原
二
郎 

 

県
央 

吉
井
清
勝 

 

土
浦 

木
間
塚
仙
子 

 

県
南 

正
代
初
代 

 

県
西 

大
足
豊 

 

鹿
行 

須
藤
賢
一 

県
北
理
事 

 

日
立(

日
立) 

小
針
靖
晃 

 

常
陸
太
田 

吉
成
恒
平 

 

高
萩 

大
泉
捷
利 

 

北
茨
城 

篠
原
二
郎 

 

常
陸
大
宮 

疋
田
勝
義 

 

大
子 

菊
池
信
一 

県
央
理
事 

 

水
戸 

町
島
正
敏 

 
笠
間 

吉
井
清
勝 

 
那
珂 

小
野
瀬
栄 

 

茨
城 
大
川
正
一 

 

大
洗 
清
宮
一
美 

 

城
里 

清
水
良
一 

土
浦
理
事 

 

土
浦 

篠
塚
昌
毅 

 

石
岡 

宮
田
正
美 

 

つ
く
ば 

星
田
弘
司 

 

か
す
み
が
う
ら 

木
間
塚
仙
子 

県
南
理
事 

 

龍
ヶ
崎 

船
橋
規
利 

 

稲
敷 

小
林
三
令 

 

阿
見 

正
代
初
代 

県
西
理
事 

 

筑
西 

大
足
豊 

 

千
代
田 

中
茎
貞
良 

鹿
行
理
事 

 

潮
来 

関
宗
二 

 

神
栖 

鈴
木
輝
彦 

 

行
方 

後
任
者
選
任
中 

 

鉾
田 

鈴
木
勉 

監
事 

 

城
里 

清
水
良
一 

 

土
浦 

篠
原
正
樹 

名
誉
会
長 

田
口
文
明 

事
務
局
長 

阿
見 

正
代
藤
倫 

     

県
自
衛
隊
家
族
会 

事
務
局
長 

か
ら
の
依
頼
で
す
。 

（
公
社
）
自
衛
隊
家
族
会
の
「
地
方

組
織
規
則
」
に
は
「
会
員
は
原
則
と

し
て
そ
の
居
住
地
に
存
す
る
都
道
府

県
家
族
会
に
所
属
す
る
。」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
の
に
反
し
、
地
区
家
族

会
に
は
県
家
族
会
に
所
属
し
て
お
ら

れ
な
い
方
が
多
数
在
籍
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
方
々
は
現
在
、
自
衛
隊

家
族
会
の
会
員
で
は
な
い
（
会
員
と

し
て
の
権
利
を
保
持
し
な
い
。）
状

態
に
あ
り
ま
す
の
で
、
本
来
、
地
区

家
族
会
に
も
在
籍
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
県
下
各
地
区

家
族
会
の
会
長
各
位
に
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
頂
き
、
現
在
地
区

家
族
会
に
在
籍
し
て
い
る
方
全
員
を

対
象
に
県
家
族
会
所
属
に
変
更
し
て

頂
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、（
公
社
）
自
衛
隊
家
族
へ 

の
名
簿
の
報
告
時
期
は
九
月
で
す
の

で
、
八
月
末
ま
で
に
は
手
続
き
を
完

了
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。 

    

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
に
は

総
会
の
準
備
・
実
施
を
通
じ
全
面
的

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

編
集
部
で
は
次
回
の
編
集
の
た
め

郵
送
又
は
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ

の
送
信
に
よ
り
皆
様
の
ご
寄
稿
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

事
務
局
長 

正
代
藤
倫
： 

fujinorihatsuyoshodai@gmail.com 

             

編 

集 

後 

記 

茨
城
県
家
族
会
役
員 

入 
会 

者 

地
区
家
族
会
は
県
家
族
会
所

属
会
員
で
構
成
す
る
組
織
！ 

賛助会員 

mailto:fujinorihatsuyoshodai@gmail.com

